
(57)【要約】

金属周囲枠（１）内に取り付けるためのＶＨＦ範囲内の

改良されたダイバーシチ及び／又は多帯域適用性を有す

る自動車両アンテナ窓ガラスであり、この場合、導電性

パネル（２）は金属周囲枠（１）から間隔をおいて設け

て、これらの２つのものの間に細長い誘電性スロット（

３）を作るようになしている。スロット（３）内に配置

されているのは、スロット（３）の長さに沿って延びる

細長い放射区域（４、５）を合体している幾つかのスロ

ットアンテナであり、その幾何学的形態は、少なくとも

１つの接地エッジ導体（１、６、７）と１つの信号エッ

ジ導体（２、８、９）を合体しているＨＦ－導電性フレ

ームによって限定されており、少なくとも１つの成端導

体（１０、１１）はそれらの長手方向の端でスロットア

ンテナを成端する。放射区域（４、５）の各々は端子区

域（１２、１３）を合体し、隣接する端子点（１４、１

５、１６、１７）で夫々のスロットアンテナに割り当て

られた不平衡接続リード線（１８、２１）の接地導体（

１９）が接地エッジ導体（１、６、７）に接続されるこ

とができ、その信号導体（２０）が夫々のスロットアン
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス が 金 属 周 囲 枠 （ １ ） 内 に 配 置 さ れ か つ 金 属 周 囲 枠 （ １ ） か ら 間 隔 を
お い た 導 電 性 パ ネ ル （ ２ ） を 備 え て お り 、 細 長 い 誘 電 性 ス ロ ッ ト （ ３ ） が 上 記 ２ つ の も の
の 間 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ス ロ ッ ト （ ３ ） 内 に 、 ス ロ ッ ト （ ３ ） の 長 さ に 沿 っ て 延 び て
い る 細 長 い 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） を 合 体 し て い る 幾 つ か の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が
配 置 さ れ て お り 、 上 記 放 射 区 域 の 幾 何 学 的 形 態 は Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム に よ っ て 限 定 さ れ
て お り 、 上 記 Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム は 少 な く と も １ つ の 接 地 エ ッ ジ 導 体 （ １ 、 ６ 、 ７ ） と
１ つ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 （ ２ 、 ８ 、 ９ ） と 、 も し 必 要 な ら ば 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を そ れ ら の
長 手 方 向 端 で 成 端 す る 少 な く と も １ つ の 成 端 導 体 （ １ ０ 、 １ １ ） を 合 体 し て お り 、 そ の 放
射 区 域 の 各 々 は 、 端 子 区 域 （ １ ２ 、 １ ３ 。 ３ ６ ） を 合 体 し て お り 、 互 い に 隣 接 す る 端 子 点
（ １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ ） で 、 夫 々 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に 割 り 当 て ら れ た 不 平 衡 接 続 リ
ー ド 線 （ １ ８ 、 ２ １ 、 ２ ６ 、 ２ ７ ） の 接 地 導 体 （ １ ９ ） が 接 地 エ ッ ジ 導 体 （ １ 、 ６ 、 ７ ）
に 接 続 さ れ 、 そ の 信 号 導 体 （ ２ ０ 、 ２ ３ ） は 夫 々 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 （
２ 、 ８ 、 ９ ） に 接 続 さ れ て 成 る 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス に お い て 、 上 記 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の
少 な く と も ２ つ が そ れ ら の 長 さ の 少 な く と も 一 部 に わ た っ て 互 い に 平 行 に か つ 隣 接 し て 配
置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） が 窓 ガ ラ ス の 平 面 上 の 投 影 に 重 な ら
な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 少 な く と も ２ つ が 配 置 さ れ て い て 、 そ れ ら の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、
２ ４ 、 ２ ５ ） が 窓 ガ ラ ス の 異 な る 平 面 内 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か
１ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 （ １ ２ 、 １ ３ ） は ス ロ ッ ト （ ３ ） の 長 さ に 沿 っ て 互 い に 或 る
距 離 を お い て 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 車 両 ア ン テ
ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） の 少 な く と も １ つ は 、 少 な く と も １
つ の 他 の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） の 幾 何 学 的 形 態 と は 異 な る 幾 何 学 的 形 態 を も つ
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 少 な く と も １ つ の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） は 少 な く と も １ つ
の 他 の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） の 長 さ と は 異 な る 長 さ を も つ こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ か ら ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム は 少 な く と も １ つ の 永 久 的 な
又 は 切 り 換 え 可 能 の 容 量 性 、 誘 電 性 又 は 抵 抗 性 ブ レ ー ク 素 子 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 少 な く と も １ つ の エ ッ ジ 導 体 は 別 の 接 地 エ ッ ジ 導 体 （ ７ ） 又 は 信 号 エ
ッ ジ 導 体 （ ８ ） と し て 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の 上 /中 に 金 属 周 囲 枠 （ １ ） 又 は 導 電 性 パ ネ
ル （ ２ ） と 平 行 に か つ 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の 何 れ か １ 項
に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
別 の 接 地 エ ッ ジ 導 体 （ ７ ） は 金 属 周 囲 枠 （ １ ） に ガ ル バ ニ ー 電 気 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） は 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、
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両 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が 共 通 の エ ッ ジ 導 体 （ ６ 、 ９ ） を 少 な く と も 部 分 的 に 共 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
追 加 の モ ノ ポ ー ル 又 は ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ （ ３ ０ ） が 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ
の 端 子 区 域 （ １ ２ 、 １ ３ ） 内 に そ し て 好 適 に は そ の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） の 内
側 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ０ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓
ガ ラ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
追 加 の モ ノ ポ ー ル 又 は ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ （ ３ ０ ） は 少 な く と も １ つ の 割 り 当 て ら れ た 見
掛 け の 接 地 導 体 （ ３ ３ ） を も つ 少 な く と も １ つ の モ ノ ポ ー ル （ ３ ２ ） を 合 体 し て お り 、 そ
し て 上 記 見 掛 け の 接 地 導 体 （ ３ ３ ） は ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 地 エ ッ ジ 導 体 （ １ 、 ６ 、 ７ ）
に Ｈ Ｆ － 導 電 的 に 接 続 さ れ 、 そ し て モ ノ ポ ー ル （ ３ ２ ） が そ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 （ ２ 、 ８ 、
９ ） に Ｈ Ｆ － 導 電 的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ
ラ ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
イ ン ピ ー ダ ン ス 変 成 器 及 び ／ 又 は ア ン テ ナ 増 幅 器 （ ３ ４ ） が 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト ア
ン テ ナ の 端 子 区 域 （ １ ２ 、 １ ３ ） 内 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ２ の 何
れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
少 な く と も １ つ の ２ 次 元 的 に 延 び た 金 属 構 造 （ ３ ５ ） は １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区
域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） 内 に か つ そ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 （ ２ 、 ８ 、 ９ ） か ら 十 分 な 距 離 を
お い て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ
窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
少 な く と も １ つ の ２ 次 元 的 に 延 び た 金 属 構 造 （ ３ ５ ） は ス ロ ッ ト （ ３ ） 内 に し か し ス ロ ッ
ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域  （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） の 外 に か つ そ れ ら の 信 号 エ ッ ジ 導 体 （ ２
、 ８ 、 ９ ） か ら 十 分 な 距 離 を お い て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ４ の 何 れ
か １ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
少 な く と も １ つ の 接 続 リ ー ド 線 （ １ ８ 、 ２ １ 、 ２ ６ 、 ２ ７ ） は 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 /
中 に 配 置 さ れ た Ｈ Ｆ 導 体 、 特 に 擬 似 同 軸 ケ ー ブ ル の 形 態 を な す 延 長 部 を も つ こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ か ら １ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
Ｈ Ｆ 導 体 の 接 地 導 体 （ １ ９ 、 ２ ２ ） は 少 な く と も 断 面 に 関 し て １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の
接 地 エ ッ ジ 導 体 （ １ 、 ６ 、 ７ ） と 同 じ で あ り 、 Ｈ Ｆ 導 体 の 信 号 導 体 （ ２ ０ 、 ２ ３ ） は ス ロ
ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） 内 で Ｈ Ｆ 導 体 の 接 地 導 体 （ １ ９ 、 ２ ２ ）
に 平 行 に か つ 隣 接 し て 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ
ラ ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
金 属 周 囲 枠 （ １ ） 内 に 取 り 付 け る た め の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス に お い て 、 該 窓 ガ ラ ス が 、
金 属 周 囲 枠 （ １ ） と 導 電 性 パ ネ ル （ ２ ） の 間 に 細 長 い 誘 電 性 ス ロ ッ ト （ ３ ） を 限 定 す る よ
う 配 置 さ れ た 導 電 性 パ ネ ル （ ２ ） と 、
ス ロ ッ ト （ ３ ） に 沿 っ て 長 手 方 向 に 延 び る 細 長 い 放 射 区 域 （ ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） を 限 定
す る Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム （ １ 、 ２ 、 ６ 乃 至 １ １ ） を 各 々 含 む 少 な く と も ２ つ の ス ロ ッ ト
ア ン テ ナ を 含 み 、
各 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が 、
接 続 リ ー ド 線 （ １ ８ 、 ２ ６ 、 ２ ７ ） の 接 続 用 に 適 合 さ せ ら れ た 対 向 し た エ ッ ジ 導 体 （ １ 、
２ 、 ６ 乃 至 ９ ） を 含 み 、
少 な く と も ２ つ の 上 記 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が そ れ ら の 長 さ の 少 な く と も 一 部 に わ た っ て 互 い
に 平 行 に か つ 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 １ の 前 文 に 記 載 し た 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス に 関 す る も の で あ
る 。
背 景 技 術
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の 種 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス は  EP 0 760 537 A2 か ら 既 知 で あ る 。 単 一 の 窓 ガ ラ ス 又
は 積 層 ガ ラ ス か ら な る こ の 既 知 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の 場 合 、 金 属 の 周 囲 枠 は 車 両 の 車
体 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 窓 ガ ラ ス の 中 心 に は 透 明 な ソ ー ラ ー (solar)制 御 被 覆 に よ っ て 形
成 さ れ た 導 電 性 の パ ネ ル が 配 置 さ れ る 。 導 電 性 パ ネ ル は 細 長 い 特 に 方 形 （ 台 形 ） の 又 は 逆
Ｕ 形 の 誘 電 性 の ス ロ ッ ト を 車 両 の 車 体 で 囲 む 。 一 方 で は 、 金 属 車 両 の 車 体 と 、 も し 必 要 な
ら ば 、 追 加 の へ り 近 く の 見 掛 け の (virtual)接 地 導 体 、 及 び 他 方 で は 導 電 性 パ ネ ル が Ｖ Ｈ
Ｆ 範 囲 ( 30 －  300 Ｍ Ｈ ｚ ） 、 ラ ジ オ （ Ｆ Ｍ ） 及 び テ レ ビ ジ ョ ン 受 信 用 の 正 規 の 周 波 数 範
囲 用 の １ つ 以 上 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム の 実 質 的 部 品 を 形 成 す る 。 各
場 合 に お け る Ｈ Ｆ 導 電 性 フ レ ー ム は 各 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 誘 電 性 放 射 区 域 (dielectric ra
diating area)を 囲 む 。 こ の 既 知 の 車 両 用 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 場 合 、 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス
成 端 導 体 は こ れ ら の ア ン テ ナ の 放 射 区 域 を そ れ ら の 内 方 の 端 で 成 端 さ せ 、 そ れ に よ っ て ス
ロ ッ ト ア ン テ ナ の 有 効 長 さ を 限 定 す る 。 成 端 導 体 (terminating conductors)は 金 属 車 両 の
車 体 自 体 に よ っ て 又 は 誘 電 性 ス ロ ッ ト を 横 切 っ て 延 び る 別 個 の 導 体 に よ っ て 、 例 え ば 加 熱
パ ネ ル 又 は ア ン テ ナ 接 続 リ ー ド 線 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 各 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 端 子 区 域 を
も ち 、 こ の 区 域 で 接 地 導 体 と 不 平 衡 リ ー ド 線 の 信 号 導 体 、 特 に 同 軸 ケ ー ブ ル が 放 射 区 域 の
長 手 方 向 の 延 長 部 を 横 切 っ て お 互 い に 近 接 す る 端 子 点 で ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の ２ つ の 対 向 す
る エ ッ ジ 導 体 に 接 続 さ れ る 。 同 軸 ケ ー ブ ル は 各 場 合 に 、 そ れ ら の 接 地 導 体 に よ っ て 、 Ｈ Ｆ
－ 導 電 的 に 車 両 の 車 体 に 、 又 は へ り 近 く の 見 掛 け の 接 地 導 体 に そ し て そ れ ら の 信 号 導 体 に
よ っ て 導 電 性 パ ネ ル に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 既 知 の ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の す べ て の
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 場 合 、 そ れ ら の 接 地 導 体 は 金 属 の 車 両 車 体 に よ っ て 又 は へ り 近 く の 見
掛 け の 接 地 導 体 に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ し て そ れ ら の 信 号 導 体 は 導 電 性 パ ネ ル に よ っ て 形 成
さ れ る 。 接 続 リ ー ド 線 は ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 送 信 又 は 受 信 装 置 に 、 特 に 車 両 の 適 当 な 部 分
に 置 か れ た ラ ジ オ 又 は Ｔ Ｖ 受 信 器 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
既 知 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス は 大 き な 周 波 数 範 囲 に わ た っ て 電 磁 波 の 広 帯 域 の か つ ダ イ バ
ー シ チ (diversity)受 信 に そ れ 自 体 有 効 で あ る こ と が 証 明 さ れ て い る 。 し か し 、 欠 点 が あ
り 、 そ れ は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 負 荷 時 に お 互 い に 干 渉 す る 可 能 性 が あ る こ と で あ る 。 ス
ロ ッ ト を 横 切 る 数 個 の 接 続 導 体 の 配 置 は 他 の 接 続 導 体 に よ る １ ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 有 効 な
短 縮 （ 成 端 ） を も た ら し 、 望 ま し く な い 利 用 可 能 の 受 信 電 力 の 減 少 と 個 々 の ス ロ ッ ト ア ン
テ ナ の 最 大 長 さ の 減 少 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
Ｔ Ｖ 受 信 用 の １ つ 又 は ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を も つ も う １ つ の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス は
JP-A59-196606号 か ら 既 知 で あ る 。 こ の 場 合 も ま た 、 金 属 周 囲 枠 は 車 両 の 車 体 に よ っ て 形
成 さ れ て お り 、 一 方 、 金 属 周 囲 枠 か ら 間 隔 を お い た 導 電 性 パ ネ ル は 少 な く と も １ つ の Ｕ 形
金 属 プ レ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ 、 も し 必 要 な ら ば 、 加 熱 パ ネ ル も 窓 ガ ラ ス の 中 心 に 設 け ら
れ る 。 Ｕ 形 金 属 プ レ ー ト は Ｕ 形 の 各 脚 部 の 端 に 、 車 両 の 車 体 に 向 か っ て 曲 が っ た 部 分 を も
ち 、 そ し て 次 ぎ の よ う に 、 即 ち 、 車 両 の 車 体 と 一 緒 に そ れ が ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ -導
電 性 フ レ ー ム を 形 成 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 そ の 放 射 区 域 は そ の 側 面 に 横 た わ る Ｕ 形
の 形 態 を な し て い る 。 も し ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が 設 け ら れ る な ら ば 、 こ れ ら は 車 両 ア
ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の 左 側 と 右 側 に お 互 い の 間 に 或 る 距 離 を お い て 配 置 さ れ る 。 既 知 の ア ン テ
ナ 配 置 の 可 能 な 適 用 は 制 限 さ れ る 。 通 常 は 、 車 両 窓 ガ ラ ス 上 に 必 要 な ア ン テ ナ 構 造 を 収 容
す る に は 不 十 分 な ス ペ ー ス し か な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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種 々 の 周 波 数 範 囲 に つ い て １ つ 以 上 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を も つ 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス は 多
数 の 他 の 刊 行 物 、 例 え ば  DE 37 14 979A1、 US5 831 580, US 5 739 794, US 5 610 618, 
WO99-66587 A1, EP 1 076 375 A2, EP 0 899 811 A2, EP 0 897 198 A2, EP 0 332 898 A
1 号 中 に 見 る こ と が で き る 。 理 論 的 に 理 想 的 な 場 合 に は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 無 限 に 延 び
た 導 電 性 パ ネ ル 中 の 幅 狭 の 誘 電 性 ス ロ ッ ト か ら 形 成 さ れ る 。 各 場 合 、 そ れ ら は そ れ ら の エ
ッ ジ の 対 向 点 で 、 殆 ど は ス ロ ッ ト の 中 央 で 、 両 側 の ス ロ ッ ト を 横 切 っ て 接 続 さ れ る 。 ス ロ
ッ ト ア ン テ ナ は 非 対 称 ア ン テ ナ を 表 す の で 、 そ れ ら は 不 平 衡 の 接 続 リ ー ド 線 に よ っ て 、 特
に 同 軸 ケ ー ブ ル に よ っ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
部 分 的 に ダ イ バ ー シ チ 適 用 に 関 係 す る 上 述 の 刊 行 物 の 他 に 、 同 様 に ダ イ バ ー シ チ ア ン テ ナ
に つ い て の 多 数 の 刊 行 物 が あ る 。 EP 0 866 514 B1は １ 例 と し て の み VHF 範 囲 内 の ダ イ バ
ー シ チ ア ン テ ナ の 技 術 的 原 理 を 説 明 す る た め に 挙 げ ら れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
十 分 に 機 能 す る た め に ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は ア ン テ ナ と し て 使 用 さ れ る 誘 電 体 の ス ロ ッ ト 状
放 射 区 域 の 回 り に で き る だ け 広 い 導 電 性 パ ネ ル を 要 求 す る 。 そ れ ら の 最 適 幾 何 学 的 長 さ は
誘 電 性 ス ロ ッ ト 中 に あ る 誘 電 性 媒 体 の 誘 電 性 短 縮 (shortening)フ ァ ク タ ー を 掛 け た 関 連 す
る 周 波 数 範 囲 の 平 均 波 長 の ほ ヾ 半 分 と な る 。 短 縮 フ ァ ク タ ー が パ ネ ル 厚 さ に 依 存 し て ほ ヾ
0.6 - 0.7 と な る ガ ラ ス パ ネ ル の 場 合 、 VHF 範 囲 (30 - 300 MHz )用 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ
は 典 型 的 に は ほ ヾ 30 ・ と ３ ｍ の 間 の ス ロ ッ ト 長 さ を 必 要 と す る 。 こ の ス ロ ッ ト 長 さ は 通
常 の 車 両 窓 ガ ラ ス の 場 合 、 典 型 的 に は  1 - 1.5 ｍ の 幅 と 、 典 型 的 に は ほ ヾ  0.50 - 1ｍ の
高 さ を も つ 場 合 に 一 般 的 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 方 が 他 方 の そ ば に 配 置 さ れ て い る 異 な っ た 幅 と 同 じ 長 さ を も つ ２ つ の 方 形 の 導 体 構 造 か
ら な る 移 動 式 電 話 受 信 用 の 二 重 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ 構 造 は 、 EP 0 643 437 B1 中 に 記 載 さ れ
て い る 。 ほ ヾ 860 MHz の 範 囲 内 の 受 信 用 に 設 計 さ れ た 二 重 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 単 一 の 接 続
リ ー ド 線 の み を も ち 、 そ の 接 地 導 体 は 下 部 導 体 の 方 形 の 下 部 の エ ッ ジ 導 体 に 接 続 さ れ 、 そ
の 信 号 導 体 は 残 余 の 水 平 エ ッ ジ 導 体 に 接 続 さ れ る 。 こ の 種 の 配 置 は  VHF 範 囲 内 の ダ イ バ
ー シ チ 又 は 多 重 受 信 に は 適 さ な い 。
発 明 の 開 示
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 最 初 に 述 べ た 型 式 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス を 提 供 す る こ と で あ る 。 こ の
窓 ガ ラ ス に よ り ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 助 け を か り て 、 VHF 範 囲 内 の ダ イ バ ー シ チ 及 び ／ 又 は
多 範 囲 受 信 の た め に 導 電 性 パ ネ ル と 窓 ガ ラ ス の へ り （ 金 属 周 囲 枠 ） の 間 の 限 定 さ れ た ス ペ
ー ス を よ り 良 く 使 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 は 、 ギ ガ ヘ ル ツ 範 囲 ま で の よ り 高 い 周 波 数
範 囲 の た め の 更 に 別 の ア ン テ ナ シ ス テ ム が 、 し か し ま た Ａ Ｍ ア ン テ ナ 又 は 他 の ２ 次 元 的 に
延 び た 金 属 構 造 が ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 機 能 を 損 な わ ず に 収 容 さ れ る こ と を 可 能 に す る こ と
を 目 的 と す る も の で あ る 。 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は お 互 い の 連 結 を 十 分 に 外 さ れ 、 か く し て 特
に ダ イ バ ー シ チ 適 用 に 十 分 に 適 す る 可 能 性 を も つ べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が そ れ ら の 長 さ の 少 な く と も 一 部 に
わ た っ て 互 い に 並 列 に か つ 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る 。 好 適 に は 、 そ れ ら の 放 射 区 域 は 窓 ガ
ラ ス の 平 面 上 の 投 影 (projection)に 重 な ら な い よ う に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
意 外 に も 、 本 発 明 に よ れ ば 、 大 き な 長 さ を も ち か つ お 互 い の 連 結 を 十 分 に 外 さ れ た 数 個 の
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 、 メ ー ト ル 範 囲 の 正 規 の 寸 法 を も つ 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 の 幅 狭 の
ス ロ ッ ト 内 で 並 列 に か つ お 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と が で き 、 そ の 際 ス ロ ッ ト は 窓 ガ
ラ ス の 中 心 に 配 置 し た 導 電 性 パ ネ ル と 車 両 車 体 又 は 他 の 金 属 周 囲 枠 の 間 に 置 か れ る 。 本 発
明 の 配 置 は 、 各 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に そ れ 自 体 の 端 子 区 域 を も つ 個 別 の Ｈ Ｆ 回 路 が 設 け ら れ
、 す べ て の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が １ 平 面 内 に 配 置 さ れ て い る 場 合 、 す べ て の Ｈ Ｆ 回 路 が お 互
い に 並 ん で 配 置 さ れ て い て 重 な ら な い と い う 原 理 に 依 存 し て い る 。 １ つ の 他 の ア ン テ ナ と
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し て も う １ つ の 平 面 内 に 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 配 置 す る こ と は 本 発 明 の 範
囲 に 含 ま れ る 。 こ の 場 合 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が 窓 ガ ラ ス の 平 面 上 の 投 影 内 で 部 分 的 に 又 は
全 体 的 に 重 な る よ う そ れ ら の 放 射 区 域 が 互 い に 上 下 に 配 置 さ れ る よ う に 、 Ｈ Ｆ 回 路 を も つ
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
好 適 に は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 は ス ロ ッ ト の 長 さ に 沿 っ て お 互 い に 或 る 距 離 を お
い て 設 定 さ れ る 。 こ の 距 離 が 長 け れ ば 長 い ほ ど 、 夫 々 の 受 信 信 号 は 車 両 が 移 動 し て い る 時
間 に わ た っ て お 互 い に よ り 大 き く 異 な り 、 ア ン テ ナ の ダ イ バ ー シ チ 適 合 性 は よ り 良 く な る
。 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 間 の 大 き な 距 離 は 、 特 に ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区
域 と 、 車 両 の ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 の そ れ ら の 位 置 の 幾 何 学 的 形 態 が お 互 い に ほ ん の 僅 か 異
な る な ら ば 、 好 ま し い と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
同 様 に 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 が 異 な っ た 幾 何 学 的 形 態 を も て ば 、 そ れ は 好 適 で あ
る 。 こ の よ う な 関 係 で あ れ ば 、 も し そ れ ら の 幾 何 学 的 セ ン ス が 同 様 で な い な ら ば 、 幾 何 学
的 形 態 は お 互 い に 異 な る と 云 う こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 例 え ば も し 一 方 が Ｌ 形 で 他 方
が 他 の Ｕ 形 で あ か 、 又 は 一 方 が 窓 ガ ラ ス の 上 部 左 側 の 隅 部 に 脚 部 の 交 差 点 を も つ Ｌ 形 で 他
方 が 窓 ガ ラ ス の 上 部 右 側 の 隅 部 に 脚 部 の 交 差 点 を も つ 他 方 の Ｌ 形 で あ れ ば 、 そ の 通 り で あ
る 。 こ の 場 合 、 目 指 し た 異 な っ た 受 信 品 質 は ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 の 幾 何 学 的 形 態
の 差 の 結 果 で あ る 。 こ の 場 合 、 そ れ は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 が 接 続 努 力 を 制 限 す
る た め に 互 い に 隣 接 し て 置 か れ る な ら ば 有 利 と な る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
多 範 囲 受 信 の た め に は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 が 異 な っ た 長 さ を も つ 設 計 が 特 に 適
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 範 囲 内 で は 、 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム は 少 な
く と も １ つ の 永 久 又 は 切 り 換 え 可 能 の 容 量 性 、 誘 導 性 又 は 抵 抗 性 ブ レ ー ク (break)素 子 を
含 む こ と が で き る 。 こ れ は 、 そ の 異 な っ て い る (otherwise)連 続 的 導 体 構 造 が フ レ ー ム 上
の 少 な く と も １ つ の 場 所 で 破 壊 さ れ 、 隣 接 す る 導 体 端 部 が 、 キ ャ パ シ タ ン ス 、 イ ン ダ ク タ
ン ス 、 又 は オ ー ム 抵 抗 に よ っ て 互 い に Ｈ Ｆ － 導 電 的 に 接 続 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 こ れ は
イ ン ピ ー ダ ン ス の 適 合 を 可 能 に し か つ 、 例 え ば ヒ ー タ ー グ リ ッ ド 又 は 加 熱 で き る 被 覆 の よ
う な 、 電 気 的 装 置 の 付 近 に あ る 導 体 構 造 を 、 望 ま し く な い Ｄ Ｃ 電 流 を 回 避 可 能 に す る よ う
に よ り 自 由 に 構 成 す る こ と を 可 能 に す る 。 ブ レ ー ク を 、 例 え ば 電 子 又 は 電 気 機 械 的 リ レ ー
を 使 用 し て 、 切 り 換 え 可 能 に す る こ と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に 入 る 。 そ れ に よ っ て 、 ア ン テ
ナ 特 性 を 変 更 す る こ と 、 又 は ヒ ー タ ー パ ネ ル を 設 け て い る 場 合 に は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の
エ ッ ジ 導 体 を 付 近 の ヒ ー タ ー パ ネ ル か ら 直 流 電 気 的 に 分 離 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の １ つ の 特 に 簡 単 に 製 造 で き る 実 施 例 で は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 少 な く と も １ つ の
エ ッ ジ 導 体 (edge conductors)が 形 成 さ れ る 。 金 属 周 囲 枠 に よ っ て 、 又 は 導 電 性 パ ネ ル に
よ っ て 形 成 さ れ 、 金 属 周 囲 枠 及 び ／ 又 は 導 電 性 パ ネ ル の 近 く の 分 離 し た エ ッ ジ 導 体 は 省 く
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し か し 、 ア ン テ ナ 機 能 に と っ て 、 も し ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 少 な く と も １ つ の エ ッ ジ 導 体 が
分 離 し た 接 地 エ ッ ジ 導 体 又 は 金 属 周 囲 枠 又 は 導 電 性 パ ネ ル に 平 行 に 又 は 隣 接 し て 設 定 さ れ
た 単 一 の エ ッ ジ 導 体 と し て 、 車 両 の ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の 上 /内 に 配 置 さ れ る な ら ば 、 通 常
は よ り 有 利 で あ る 。 も し 金 属 周 囲 枠 近 く の へ り に 分 離 し た 接 地 エ ッ ジ 導 体 が 設 け ら れ る な
ら ば 、 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス を 車 両 の 車 体 に 取 り 付 け る と き 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 公 差 か
ら 機 能 的 に よ り 独 立 し た も の と な る 。 分 離 し た 導 体 は 、 例 え ば ガ ラ ス 面 上 に 印 刷 さ れ そ し
て 焼 か れ 、 又 は 別 法 と し て 、 ガ ラ ス 面 上 に 被 覆 さ れ る こ と が で き る 導 体 で あ り 、 金 属 周 囲
枠 又 は 導 電 性 パ ネ ル に 加 え て 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 に /内 に 、 通 常 は こ れ ら か ら ガ ル バ
ニ ー 電 気 的 (galvanically)に 分 離 さ れ て 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る 導 体 で あ る 。 こ の 場
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合 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 、 良 好 な 接 地 接 続 を な す た め に 金 属 周 囲 枠 に ガ ル バ ニ ー 電 気 接 続 を
な す よ う 、 別 個 の 接 地 エ ッ ジ 導 体 を 準 備 す る こ と が で き る 。 導 電 性 パ ネ ル に 隣 接 し た 別 個
の 単 一 の エ ッ ジ 導 体 を 準 備 す る こ と は 、 も し 導 電 性 パ ネ ル が ヒ ー タ ー グ リ ッ ド 又 は 他 の 給
電 さ れ る 装 置 に よ っ て 形 成 さ れ る な ら ば 、 低 導 電 率 を も つ 導 電 性 パ ネ ル の 場 合 又 は ガ ル バ
ニ ー 電 気 接 触 を 回 避 す る た め に 、 特 に 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
好 適 実 施 例 で は 、 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム は 、 し か し
好 適 に は す べ て の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 、 “ ス ロ ッ ト － イ ン － ス ロ ッ ト (slot-in-slot)” 配
置 中 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 /内 に 取 り 付 け ら れ た 分 離 し た 導 体 構 造 か ら 全 体 的 に 作 ら
れ る 。 こ の 場 合 、 個 々 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ 回 路 （ Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム ） は 良 好 な
ダ イ バ ー シ チ 特 性 を 提 供 す る た め に 特 に お 互 い に 十 分 に 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 、 そ れ ら が 平 行 に か つ 隣 接 し て 延 び る 区 域 で は 、 お 互 い に 極 め て 接 近
し て 規 則 正 し く 置 か れ 、 隣 接 し た エ ッ ジ 導 体 は Ｈ Ｆ － 導 電 的 に 一 緒 に 連 結 さ れ る 。 本 発 明
の 特 別 の １ 実 施 例 に よ れ ば 、 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 は 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ
れ 、 両 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 少 な く と も 部 分 的 に １ つ の 共 通 の 導 体 を 共 有 す る こ と に な る 。
こ れ に よ り ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に 利 用 可 能 な ス ペ ー ス を 特 に 良 好 に 使 用 す る こ と が 可 能 に な
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に よ る 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス は 、 特 に 追 加 の モ ノ ポ ー ル ア ン テ ナ 又 は ダ イ ポ ー ル ア
ン テ ナ を １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 に 、 そ し て 好 適 に は そ の 放 射 区 域 の 内 側 に 配
置 す る こ と に よ っ て 広 帯 域 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス に 変 換 す る こ と が で き る 。 好 適 に は 直 線 構 造
を も ち そ し て 別 々 の 接 続 リ ー ド 線 を 備 え る 必 要 の な い こ の 型 式 の ア ン テ ナ は 、 Ｖ Ｈ Ｆ 帯 域
よ り 上 の 周 波 数 範 囲 内 の 、 特 に ギ ガ ヘ ル ツ 範 囲 内 の 受 信 の た め に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
も し 高 周 波 数 範 囲 用 の 追 加 の ア ン テ ナ が 少 な く と も １ つ の モ ノ ポ ー ル を 少 な く と も １ つ の
割 り 当 て ら れ た 見 掛 け の 接 地 導 体 と 合 体 す れ ば 、 特 に 有 効 で あ る こ と が 見 い だ さ れ た 。 そ
の 場 合 、 見 掛 け の 接 地 導 体 は Ｈ Ｆ － 導 電 的 に 関 連 す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 地 エ ッ ジ 導 体
に 、 そ し て モ ノ ポ ー ル が そ の 単 一 の エ ッ ジ 導 体 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
別 法 と し て 又 は 追 加 的 に 、 よ り 高 い 周 波 数 用 の 追 加 の ア ン テ ナ を 接 続 装 置 に 、 特 に 平 ら な
接 続 ケ ー ブ ル 又 は 他 の 型 式 の コ ネ ク タ に 統 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ア ン テ ナ 信 号 は 色 々 な 場 所 で 処 理 し そ し て 増 幅 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の １ つ の 特 定 の
実 施 例 は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 変 成 器 及 び ／ 又 は ア ン テ ナ 増 幅 器 が 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト
ア ン テ ナ の 端 子 区 域 に 配 置 さ れ る と い う 事 実 を 特 徴 と す る 。 こ の 種 の 配 置 は ア ン テ ナ と 給
電 ラ イ ン 間 の ブ レ ー ク 素 子 と し て 機 能 す る こ と が で き 、 そ し て そ れ が ア ン テ ナ に 接 近 し て
い る た め に 、 信 号 を 改 善 す る の に 適 し て い る 。 イ ン ピ ー ダ ン ス 変 成 器 及 び ／ 又 は ア ン テ ナ
増 幅 器 が 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 有 効 に 短 縮 し な い よ う に 十 分 に 細 く な る こ と を 保 証 す る こ
と に の み に 注 意 を 払 う べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
更 に 少 な く と も １ つ の ２ 次 元 的 に （ 一 般 的 に は ３ 次 元 的 に で さ え も 、 ） 延 び た 金 属 構 造 を
、 ス ロ ッ ト 内 に 、 特 に ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 内 に か つ そ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 か ら 十 分
な 距 離 を お い て 取 り 付 け る よ う に し て 備 え る こ と が で き る 。 こ れ は 例 え ば 、 ミ ラ ー ベ ー ス
、 セ ン サ ー 、 チ ュ ー ナ 、 信 号 ラ ン プ 、 外 部 移 動 電 話 器 用 の し ゃ へ い 構 造 、 Ｇ Ｐ Ｓ ア ン テ ナ
等 と す る こ と が で き る 。 金 属 構 造 と ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 間 の 距 離 は 、 ス ロ
ッ ト ア ン テ ナ の 長 さ が そ の 中 に 配 置 さ れ た 金 属 に よ っ て 望 ま し く な い こ と と し て 有 効 に 短
縮 さ れ る こ と を 防 止 す る た め に 最 小 の ス ロ ッ ト 幅 を 保 持 す る よ う 設 定 し な け れ ば な ら な い
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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本 発 明 の 特 定 の １ 実 施 例 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 接 続 リ ー ド 線 が 、 車 両 の ア ン テ ナ 窓
ガ ラ ス 上 /中 に 配 置 さ れ た Ｈ Ｆ 導 体 の 形 態 を な す 延 長 部 、 特 に 擬 似 同 軸 (pseudo-coaxial)
ケ ー ブ ル を も つ 。 擬 似 同 軸 ケ ー ブ ル 構 造 と し て 特 に 適 当 な の は 、 １ 平 面 内 に 接 地 導 体 と 信
号 導 体 を も つ 共 面 (coplanar)構 造 、 又 は 両 側 に 接 地 導 体 を 付 随 し た 信 号 導 体 を も つ ト リ プ
レ イ ナ ー (triplanar)構 造 で あ る 。 こ れ に よ り 外 部 接 続 リ ー ド 線 は 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス
の １ 点 で 束 ね ら れ こ と が で き る 一 方 、 ダ イ バ ー シ チ 適 用 の た め に 個 々 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ
の 端 子 区 域 を 依 然 と し て 有 利 に 保 つ こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 一 般 に 、 Ｈ Ｆ 導 体 の 接 地 導
体 が １ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 地 エ ッ ジ 導 体 と 少 な く と も 部 分 的 に 同 じ に な る よ う に 備
え る 。 こ の た め に 、 接 地 エ ッ ジ 導 体 は 好 適 に は よ り 幅 広 く 構 成 さ れ 、 そ し て Ｈ Ｆ 導 体 の 信
号 導 体 は 、 Ｈ Ｆ 導 体 の 幅 広 く さ れ た 接 地 導 体 と 平 行 に か つ そ れ に 隣 接 し て 、 接 続 さ れ る ス
ロ ッ ト ア ン テ ナ の 有 効 端 子 区 域 ま で 、 延 び る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス は 、 勿 論 、 更 に 別 の ア ン テ ナ を 合 体 す る ダ イ バ ー シ チ ア ン
テ ナ 配 置 の 一 部 を 形 成 し 、 そ の 場 合 、 上 記 更 に 別 の ア ン テ ナ は 他 の 車 両 窓 ガ ラ ス の 上 /中
に 取 り 付 け る か 、 又 は 車 両 内 の 他 の 場 所 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ダ イ バ ー シ チ 適 用 の 使 用 可 能 性 の 他 の 本 発 明 の 更 に 別 の 利 点 は 、 も し 必 要 な ら ば 、 １ つ の
同 じ 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス を 、 異 な っ た 周 波 数 範 囲 又 は 偏 波 (polarisations)が 例 え ば 一
方 に お い て は 、 日 本 に お い て 、 ま た 他 方 に お い て は 、 Ｕ Ｓ Ａ に お い て 、 ラ ジ オ 又 は Ｔ Ｖ 受
信 用 に 適 用 さ れ る 国 の た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 要 求 さ れ る す べ て の こ と は 、 種 々 の
長 さ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 提 供 す る こ と で あ る 。 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 中 に お 互 い に 平 行
に 取 り 付 け ら れ る よ う に し て 、 そ の １ つ は １ つ の 国 で 使 用 さ れ 、 他 方 は 他 の 国 で 使 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 述 の 説 明 は す べ て 受 信 用 ア ン テ ナ に 適 用 さ れ る 。 本 発 明 は ま た 送 信 用 ア ン テ ナ に 適 用 す
る こ と も で き る 。
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
実 施 例 の 説 明
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 は す べ て 概 略 図 で あ り 、 尺 度 比 率 は 考 慮 さ れ て い な い も の で あ る 。 こ れ ら の 図 は 本 発 明
の 原 理 を 説 明 す る の に 役 立 つ も の で あ り 、 勿 論 専 門 家 は 、 特 定 の 要 件 に 対 し て 、 導 体 構 造
を 窓 ガ ラ ス の 実 際 の 幾 何 学 的 形 態 と 寸 法 に 適 用 さ せ 、 そ し て ア ン テ ナ 配 置 を 通 常 の 仕 方 で
本 発 明 の 範 囲 内 で 最 適 化 す る だ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 。 通 常 金 属 車 両 の 車 体 に ク ロ ス ハ ッ チ ン グ を 付 し て 示 し
て い る 金 属 周 囲 枠 １ を 確 認 す る こ と が で き 、 上 記 車 両 車 体 は 、 説 明 を 簡 明 化 す る た め に 方
形 と し て 表 さ れ て い る 多 角 形 の 開 口 を も っ て お り 、 こ の 開 口 の 中 に 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス
が 配 置 さ れ る の で あ る 。 窓 ガ ラ ス 自 体 は 示 さ れ て い な い 。 む し ろ ア ン テ ナ 機 能 に 最 も 重 要
な 導 体 構 造 の み が 図 面 の 平 面 （ 窓 ガ ラ ス の 平 面 ） 上 に 投 影 さ れ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス は 特 に 、 単 一 の 窓 ガ ラ ス 用 安 全 ガ ラ ス 又 は 多 重 窓 ガ ラ ス 用 ガ ラ ス 、
特 に 積 層 安 全 ガ ラ ス か ら 作 る こ と が で き る 。 導 体 構 造 は 単 一 の 平 面 内 に 又 は 種 々 の 平 面 内
に 全 体 的 に 配 置 す る こ と が で き る 。 ア ン テ ナ 機 能 に 貢 献 し な い か 又 は 実 質 上 貢 献 し な い 積
層 フ ォ イ ル の 如 き 窓 ガ ラ ス 部 品 、 導 体 構 造 を 完 全 に 又 は 部 分 的 に 光 学 的 に 隠 す シ ル ク ス ク
リ ー ン 法 に よ っ て 適 用 さ れ る 焼 き 付 け エ ナ メ ル の 不 透 明 な ス ト リ ッ プ の 如 き 非 導 電 性 被 覆
、 取 り 付 け 用 接 着 剤 、 及 び フ レ ー ム 部 品 （ 例 え ば 密 封 用 プ ロ フ ィ ル ） 等 は 示 さ れ て い な い
。 金 属 車 両 車 体 の 代 わ り に 、 金 属 周 囲 枠 １ は ま た 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 車 体 中 の 窓 開 口 、
又 は フ レ ー ム レ ス の 又 は 部 分 的 に の み フ レ ー ム 付 け さ れ た 窓 の 窓 ガ ラ ス の 場 合 、 平 ら な 又
は 格 子 状 導 体 の 接 地 さ れ た フ レ ー ム に よ っ て 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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窓 ガ ラ ス の 中 心 に 示 さ れ る の は 、 幾 つ か の 平 行 な 水 平 加 熱 導 体 と 、 導 電 性 パ ネ ル ２ を 形 成
す る へ り に あ る ２ つ の 垂 直 バ ス バ ー (bus bars)か ら 成 る ヒ ー タ ー グ リ ッ ド で あ る 。 そ れ を
作 る た め に 、 パ ネ ル が ウ エ ー ブ ポ ー ラ リ ゼ ー シ ョ ン (wave polarisation)の す べ て の 方 向
に つ い て Ｈ Ｆ 導 電 性 で あ る と し て 、 そ れ を 実 際 に 機 能 さ せ る た め に 、 加 熱 導 体 を 横 切 っ て
延 び か つ 適 当 な 間 隔 を お い て 設 定 さ れ た 垂 直 導 体 の 十 分 な 数 が 既 知 の 手 法 で 設 け ら れ る 。
図 示 の こ れ ら の 導 体 の 配 置 は 単 な る 概 要 で あ る 。 そ れ は 既 知 の 方 法 で 多 く の 仕 方 に 変 更 す
る こ と が で き 、 ま た そ の 配 置 は 次 ぎ の よ う な も の 、 即 ち 、 ヒ ー タ ー グ リ ッ ド が 偏 波 (polar
isation)の す べ て の 方 向 で Ｖ Ｈ Ｆ 範 囲 内 の 電 波 に つ い て 金 属 （ Ｈ Ｆ － 導 電 性 ） パ ネ ル と し
て 機 能 す る よ う な も の と す る 。 本 発 明 の 範 囲 内 で 、 交 さ 導 体 を も つ ヒ ー タ ー グ リ ッ ド の 代
わ り に 、 も う １ つ の 配 置 、 例 え ば 導 電 性 格 子 又 は 網 構 造 、 又 は 導 電 性 の ２ 次 元 的 に 延 び た
層 が 導 電 性 パ ネ ル ２ と し て 設 け ら れ る こ と が で き る 。 ヒ ー タ ー グ リ ッ ド は 必 要 に 応 じ て 本
発 明 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の １ つ 以 上 の ア ン テ ナ と 別 々 に 又 は 共 通 に 接 触 さ せ ら れ る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
導 電 性 パ ネ ル ２ と し て 追 加 の 垂 直 導 体 を 備 え た 加 熱 パ ネ ル と 金 属 周 囲 枠 １ は 閉 じ た 方 形 リ
ン グ の 形 態 を な す 誘 電 性 ス ロ ッ ト ３ を 囲 む 。 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ
と そ れ ら の 放 射 区 域 ４ 、 ５ が 良 好 に 機 能 す る こ と を 保 証 す る た め に 、 導 電 性 パ ネ ル ２ が で
き る だ け 遠 く ま で 延 び 、 そ し て ス ロ ッ ト ３ の 幅 が あ ま り 大 き く な ら な い こ と が 重 要 で あ る
。 導 電 性 パ ネ ル ２ は 本 発 明 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の す べ て の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に つ い て
、 金 属 周 囲 枠 １ に 対 す る 反 対 の 面 と し て 必 要 で あ る 。 こ れ は 個 々 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ か ら
の そ の 距 離 は あ ま り 大 き く す べ き で な い こ と を 意 味 す る 。 同 じ こ と は 金 属 窓 ガ ラ ス １ か ら
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ ま で の 距 離 に も 当 て は ま る 。 ス ロ ッ ト ３ の 幅 は 特 に 、 関 連 す る 周 波 数 範
囲 の 約  0.6 乃 至  0.7 の ガ ラ ス の 誘 電 性 短 縮 率 (dielectｒ ic shortening factor)を 掛 け
た 平 均 波 長 の ５ 分 の １ よ り き わ だ っ て 小 さ く す べ き で あ る 。 も し 導 電 性 パ ネ ル ２ が 金 属 周
囲 枠 １ か ら そ の 周 囲 に お い て 間 隔 を あ け て い な い が 、 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の １ つ 以 上 の
側 面 区 域 内 で 窓 ガ ラ ス の へ り ま で 延 び 、 そ れ に よ っ て 金 属 周 囲 枠 １ に Ｈ Ｆ － 結 合 さ れ か く
し て 有 効 に ス ロ ッ ト ３ を 成 端 さ せ る な ら ば 、 そ れ は 本 発 明 の 範 囲 内 に 含 ま れ る 。 従 っ て 本
発 明 は 方 形 、 Ｌ 形 又 は 他 の 形 状 の ス ロ ッ ト ３ を も つ 配 置 も 含 む 。 し か し そ の 場 合 、 ス ロ ッ
ト ３ の 幅 は 常 に そ の 長 さ よ り 明 ら か に 短 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス ロ ッ ト ３ の 上 半 分 に 配 置 さ れ て い る の は 、 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ で あ り 、 こ れ ら の ス
ロ ッ ト ア ン テ ナ は Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム に よ っ て 包 囲 さ れ た （ 囲 ま れ た ） 誘 電 性 放 射 区 域
４ 、 ５ を も つ 。 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ は 各 々 逆 Ｕ 形 状 に 幾 何 学 的 に 形
作 ら れ て お り 、 こ の 場 合 一 方 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 は 他 方 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の
放 射 区 域 ５ の Ｕ 形 の 脚 部 と 基 底 部 内 に 配 置 さ れ て い る 。 内 部 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 直 線 導 体
の フ レ ー ム 状 の 連 続 構 造 を 合 体 し 、 即 ち ほ ヾ ス ロ ッ ト ３ の 中 心 を 通 し て 延 び る 逆 Ｕ 形 の 形
態 を な す 接 地 エ ッ ジ 導 体 ６ 、 ヒ ー タ ー グ リ ッ ド に 隣 接 し て 延 び る 逆 Ｕ 形 の 形 態 を な す 信 号
エ ッ ジ 導 体 ８ 、 及 び ほ ヾ 窓 ガ ラ ス の 垂 直 中 間 を 通 し て 延 び る ２ つ の 水 平 の 成 端 導 体 １ ０ を
合 体 す る 。 外 部 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 導 体 構 造 は 、 金 属 周 囲 枠 １ に 接 近 し て 配 置 さ れ た 逆
Ｕ 形 状 を な す 接 地 エ ッ ジ 導 体 ７ 、 ほ ヾ ス ロ ッ ト ３ の 中 心 を 通 し て 延 び る 逆 Ｕ 形 状 の 信 号 エ
ッ ジ 導 体 ９ 及 び ２ つ の 水 平 の 成 端 導 体 １ １ を 合 体 し 、 こ の 成 端 導 体 は ほ ヾ 窓 ガ ラ ス の 垂 直
中 間 を 通 し て 延 び か つ 内 部 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 成 端 導 体 と 整 列 し て い る 。 外 部 ス ロ ッ ト ア
ン テ ナ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 ９ と 、 内 部 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 地 エ ッ ジ 導 体 ６ は そ れ ら の 長 さ
全 体 に わ た っ て 互 い に 平 行 に 隣 接 し て 延 び て 、 そ れ ら が 互 い に Ｈ Ｆ － 導 電 的 に 連 結 さ れ る
よ う に な し て い る 。 “ エ ッ ジ 導 体 ” と い う 表 現 は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ を
そ れ ら の 長 手 方 向 側 面 に 沿 っ て 結 合 し た 導 体 部 分 を 意 味 す る 。 接 地 エ ッ ジ 導 体 ６ 、 ７ は 、
接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ の 接 地 導 体 １ ９ 、 ２ ２ を 接 続 す る エ ッ ジ 導 体 で あ る 。 こ れ に つ い
て は 後 述 す る 。 そ れ に 対 応 し て 、 信 号 エ ッ ジ 導 体 ８ 、 ９ は 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ の 信 号
導 体 １ ９ 、 ２ ２ に 接 続 さ れ る べ き エ ッ ジ 導 体 を 表 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ の 幅 は 何 れ の 点 に お い て も 、 Ｖ Ｈ Ｆ 範 囲 内 の ス ロ ッ ト
ア ン テ ナ と し て 欠 陥 な し で 機 能 す る の に 要 求 さ れ る ほ ヾ １ ・ の 最 小 値 よ り 小 さ く な い 。 図
示 の 例 で は 、 ２ ス ロ ッ ト 型 ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ は ほ ヾ 同 じ 幅 を も つ 。 し か し 、 そ れ
ら は 、 上 述 の 最 小 幅 を 考 慮 し て 、 異 な っ た 幅 を も つ こ と が も で き る 。 頂 部 に お い て 放 射 区
域 ４ 、 ５ の 幅 は ス ロ ッ ト ３ の 指 定 さ れ た 幅 に よ っ て 制 限 さ れ る 。 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射
区 域 ４ 、 ５ の 幅 は 受 信 可 能 の 周 波 数 範 囲 の 帯 域 幅 に 影 響 す る 。 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 幅 が 増
す に つ れ て 、 帯 域 幅 も 増 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ の 長 さ は 成 端 導 体 １ ０ 、 １ １ の 位 置 に よ っ て 決 定 さ れ
る 。 こ れ ら は こ の 目 的 の た め に 別 々 に 設 け ら れ た 導 体 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が で き 、 又
は ヒ ー タ ー グ リ ッ ド の 接 続 導 体 （ こ こ に は 示 さ れ て い な い ） も ま た 、 も し そ れ ら が 窓 ガ ラ
ス に 接 近 し て ス ロ ッ ト を 横 切 っ て 延 び る な ら ば 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ 用 の 成 端 導 体 １ ０ 、 １
１ と し て 作 用 す る こ と が で き る 。 Ｖ Ｈ Ｆ 範 囲 内 で 良 好 な 受 信 を な す た め に 、 ス ロ ッ ト ア ン
テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ の 長 さ は 、 各 場 合 に 、 関 連 す る 周 波 数 範 囲 の 平 均 波 長 （ ガ ラ ス の 誘
電 短 縮 率 を 掛 け た も の ） の 半 分 に 近 い も の と す べ き で あ る 。 本 発 明 は こ れ を 、 ほ ヾ 窓 ガ ラ
ス の 垂 直 中 間 に 接 続 部 を も つ 導 電 性 パ ネ ル ２ と し て の ヒ ー タ ー グ リ ッ ド と 金 属 周 囲 枠 の 間
の ア ン テ ナ 目 的 の た め に 利 用 可 能 な ス ペ ー ス が 制 限 さ れ る 場 合 で す ら 、 十 分 な 長 さ を も ち
か つ 適 切 に 異 な っ た 方 向 特 性 を も つ ２ つ 以 上 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 構 成 す る こ と が で き る
よ う な 仕 方 で 、 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 互 い に 平 行 に そ れ ら の 長 さ の 少 な く と も 一 部 に
わ た っ て 延 ば す こ と に よ っ て 可 能 と な す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム を 作 る 個 々 の 導 体 は 色 々 な 方 法 で 車 両 ア ン テ ナ
窓 ガ ラ ス 上 /中 に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る 。 か く し て 積 層 ガ ラ ス の 窓 ガ ラ ス の 場 合 、
例 え ば ワ イ ヤ 形 の 又 は 帯 形 の 金 属 導 体 は 窓 ガ ラ ス 間 の ス ペ ー ス 内 に 置 く こ と が で き る 。 し
か し 通 常 は 、 少 な く と も 導 体 の 大 部 分 は 、 印 刷 さ れ た 又 は 焼 き 付 け ら れ た シ ル ク － ス ク リ
ー ン 印 刷 シ ル バ ー フ リ ッ ト (silk-screen-printed silver frit)か ら 形 成 さ れ る 。 同 じ こ
と は 、 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の 他 の 導 体 構 造 に も 当 て は ま る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 示 の 例 で は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム は 連 続 Ｄ Ｃ － 導 電 性 導 体 構 造 と
し て 設 計 さ れ る 。 し か し 、 フ レ ー ム 部 品 が お 互 い に 完 全 に ガ ル バ ニ ー 電 気 的 に 接 続 は さ れ
な い が 、 Ｖ Ｈ Ｆ 範 囲 内 の 関 連 し た 周 波 数 で 導 電 性 で あ る 少 な く と も １ つ の 永 久 的 な 又 は 切
り 換 え 可 能 の Ｄ Ｃ － 阻 止 又 は 抵 抗 ブ レ ー ク 素 子 が 設 け ら れ る こ と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に 含
ま れ る 。 特 に フ レ ー ム の 個 々 の 導 体 セ グ メ ン ト を 平 行 に 配 置 す る こ と に よ っ て そ れ ら の 短
い 距 離 を 隔 て た 容 量 結 合 を 保 証 す る こ と が で き る 。 代 案 と し て 又 は 補 足 的 に 、 オ ー ム 抵 抗
の た め の コ イ ル 型 式 の 導 体 配 置 又 は 設 備 に よ る 誘 導 結 合 も ま た 適 し て い る 。 Ｈ Ｆ － 導 電 性
ブ レ ー ク 素 子 (conductive break element)の 例 に つ い て 適 切 な 図 に 基 づ い て 以 下 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
内 部 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は そ の 放 射 区 域 ４ の 水 平 中 間 セ ク シ ョ ン の 左 側 端 近 く に 端 子 区 域 １
２ を も つ 一 方 、 外 側 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 １ ３ は そ の 放 射 区 域 ５ の 水 平 中 間 セ ク シ
ョ ン の 右 側 側 面 に は 配 置 さ れ 、 従 っ て 端 子 区 域 １ ２ か ら 比 較 的 長 い 距 離 の 個 所 に あ る 。 夫
々 の 端 子 区 域 １ ２ 、 １ ３ の こ の 間 隔 は 、 同 じ 幾 何 学 的 形 態 と 隣 接 し た 位 置 に も か か わ ら ず
、 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に 著 し く 異 な っ た 方 向 特 性 を 与 え そ し て そ れ ら に ダ イ バ ー シ チ
受 信 を 可 能 と な す 。 端 子 区 域 １ ２ 、 １ ３ で は 、 不 平 衡 な 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ （ 同 軸 ケ
ー ブ ル ） が ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 導 体 構 造 に ガ ル バ ニ ー 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 接 続 リ ー ド 線
１ ８ の 信 号 導 体 ２ ０ （ コ ア ） は 信 号 エ ッ ジ 導 体 ８ 及 び 、 内 部 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 地 エ ッ
ジ 導 体 ６ へ 至 る そ の 接 地 導 体 １ ９ （ し ゃ へ い ） に 接 続 さ れ る 一 方 、 他 方 の 接 続 リ ー ド 線 ２
１ の 信 号 導 体 ２ ３ は 信 号 エ ッ ジ 導 体 ９ 及 び 、 他 方 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 地 エ ッ ジ 導 体 へ
至 る そ の 接 地 導 体 ２ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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例 え ば も し 接 続 さ れ る べ き 導 体 構 造 が 容 易 に ア ク セ ス 可 能 な 外 側 窓 ガ ラ ス 面 上 に 配 置 さ れ
な い か 又 は も し 直 流 電 流 が 阻 止 さ れ る べ き で あ れ ば 、 必 要 に 応 じ て 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の
Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム へ の 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ の ガ ル バ ニ ー 電 気 接 続 に 代 え て 、 容 量
性 又 は 誘 導 性 接 続 を 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
導 電 性 パ ネ ル ２ の 近 く に 配 置 さ れ た 内 部 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 続 リ ー ド 線 １ ８ が Ｈ Ｆ で 短
絡 す る こ と 、 従 っ て 金 属 周 囲 枠 1の 近 く に 配 置 さ れ た 外 部 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 偶 発 的 に 短
縮 さ せ る こ と を 防 止 す る た め に 、 接 続 リ ー ド 線 １ ８ が 十 分 な 垂 直 距 離 を お い た 個 所 で 第 ２
の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ５ を 横 切 っ て 延 び る こ と に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。 Ｖ Ｈ
Ｆ 範 囲 内 で 動 作 す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ で は 、 放 射 区 域 ５ の 平 面 か ら の 垂 直 距 離 は 約 １ セ ン
チ メ ー ト ル よ り 小 さ く す べ き で は な い 。 こ の 要 件 は 、 も し ア ン テ ナ 機 能 に 対 す る 負 の 影 響
と 横 切 っ て 延 び る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 望 ま し く な い 有 効 長 さ の 減 少 を 回 避 す べ き で あ る な
ら ば 、 機 能 的 に ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 部 分 で は な い が こ れ を 横 切 っ て 延 び る す べ て の 導 体 に
つ い て 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 一 般 的 に 認 め ら れ な け れ ば な ら な い 。 図 に お い て 、 接 続 導 体 間
の 垂 直 距 離 は 導 体 の 走 行 曲 線 に よ っ て 場 合 に 応 じ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
同 軸 ケ ー ブ ル の 代 わ り に 、 他 の 不 平 衡 な 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ を 使 用 す る こ と も で き 、 そ
れ は 例 え ば 平 形 ケ ー ブ ル と し て 設 計 さ れ た 擬 似 同 軸 ケ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ２ は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ の 幾 何 学 的 形 態 が 図 １ に 示 す 幾 何 学 的 形 態 に
一 致 し て い る 垂 直 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス を 示 す 。 し か し こ こ に 示 す 実 施 例 と 対 照 的 に 、 図 ２ に
示 す 変 形 例 で は 、 一 方 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 ９ は 他 方 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ
の 接 地 エ ッ ジ 導 体 と 同 じ で あ る 。 更 に 、 両 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 １ ２ 、 １ ３ で は 、
例 え ば Ｕ Ｈ Ｆ 受 信 、 移 動 電 話 器 、 キ イ レ ス ア ク セ ス シ ス テ ム 等 の た め の 特 に ギ ガ ヘ ル ツ 範
囲 内 の よ り 高 い 周 波 数 の 電 波 を 受 信 す る の に 役 立 つ 追 加 の ア ン テ ナ ３ ０ が 設 け ら れ る 。 追
加 の ア ン テ ナ ３ ０ は 、 そ れ ら が ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を 有 効 に 短 絡 さ せ な い か 又 は 別 な 仕 方 で
実 質 上 そ れ ら の 性 能 を 損 な わ な い 限 り 、 多 く の 異 な っ た 種 類 の 導 体 構 造 を も つ こ と が で き
る 。 図 示 の 例 で は 、 そ れ ら は 、 EP 0 557 794 B1 か ら 既 知 の 多 帯 域 移 動 電 話 器 ア ン テ ナ に
類 似 し て 、 各 場 合 に 、 異 な っ た 長 さ の 数 個 の モ ノ ポ ー ル ３ ２ と 、 割 り 当 て ら れ た 見 掛 け の
接 地 導 体 （ ラ ジ ア ル (radials))３ ３ を 合 体 す る 帯 域 移 動 電 話 器 ア ン テ ナ と し て 設 計 さ れ る
。 図 示 の 配 置 は 、 追 加 の ア ン テ ナ ３ ０ を 接 続 す る た め に 追 加 の 接 続 リ ー ド 線 を 必 要 と し な
い が 、 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ を 追 加 の ア ン テ ナ ３ ０ の た め に
使 用 す る こ と も で き る と い う 利 点 が あ る 。 追 加 の ア ン テ ナ ３ ０ は 別 法 と し て 、 接 続 リ ー ド
線 １ ８ 、 ２ １ に 統 合 す る か 、 又 は ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 に 別 々 の 素 子 と し て 配 置 す る こ と も
き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
同 様 に 次 ぎ の 図 で は 、 簡 明 に す る た め 、 隣 接 す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 共 通 の エ ッ ジ 導 体 を
も つ も の と し て 示 さ れ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 次 ぎ に 説 明 さ
れ て い る す べ て の 実 施 例 で は 、 図 １ に 示 す 如 く 一 方 が 他 方 の そ ば を 延 び て い る 別 々 の エ ッ
ジ 導 体 を も ち お 互 い に 或 る 距 離 を お い て 設 定 さ れ て い る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は も ま た 使 用 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ３ は 図 ２ の 実 施 例 の 変 形 例 を 示 し 、 こ の 例 で は 、 ２ 次 元 に 延 び た 金 属 構 造 ３ ５ が 外 部 ス
ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ５ 内 に 設 け ら れ て お り （ こ こ で は 概 略 に の み 示 さ れ て い る ） 、
こ の 金 属 構 造 は 例 え ば 、 外 部 電 話 ア ン テ ナ 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 シ ス テ ム 、 信 号 光 配 置 等 の た め の
接 地 導 体 配 置 を 合 体 す る こ と が で き る 。 こ の 金 属 構 造 ３ ５ が 配 置 さ れ そ し て 放 射 区 域 ４ 、
５ の エ ッ ジ 導 体 ６ 、 ９ の レ イ ア ウ ト は 両 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ の た め に ほ ヾ
１ ・ の 要 求 さ れ る 最 小 幅 が 全 体 を 通 じ て 保 た れ る よ う に 適 合 さ せ ら れ る こ と が 重 要 で あ る
。 そ れ は 他 の 仕 方 で は 有 効 な ス ロ ッ ト 長 さ が 望 ま し く な い こ と と し て 減 ら さ れ る か ら で あ
る 。 ２ 次 元 的 に 延 び た 金 属 構 造 ３ ５ は 勿 論 、 ３ 次 元 的 に 延 び る こ と が も で き る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ４ は 図 ３ の 実 施 例 の 変 形 例 を 示 す 。 こ の 例 で は 、 金 属 構 造 ３ ５ は よ り 大 き い 長 さ を も ち
、 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 １ ２ 、 １ ３ は 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の 垂 直 側 面 の へ
り の 区 域 に 移 さ れ て い る 。 更 に 前 の 図 に 示 す 実 施 例 と 対 照 し て み れ ば 、 端 子 点 １ ５ 、 １ ７
は 夫 々 の 信 号 エ ッ ジ 導 体 ８ 、 ９ へ の ガ ル バ ニ ー 電 気 接 続 を も た な い が 、 そ の 代 わ り 、 追 加
ア ン テ ナ ３ ０ の モ ノ ポ ー ル 構 造 ３ ２ 上 に 置 か れ て い る 。 信 号 エ ッ ジ 導 体 ８ 、 ９ へ の Ｈ Ｆ 結
合 は 、 夫 々 の 信 号 エ ッ ジ 導 体 ８ 、 ９ の 直 ぐ 近 く に 配 置 さ れ て い る モ ノ ポ ー ル ３ ２ の １ つ を
通 し て 各 場 合 に 容 量 的 に な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ５ は ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 フ レ ー ム が 破 線 円 で 印 し た 数 個 の 個 所 に 容 量 性 ブ レ
ー ク 素 子 を 有 し て い る 図 ４ の 実 施 例 の 変 形 例 を 示 す 。 こ の 配 置 は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ ４ の
別 々 の 信 号 エ ッ ジ 導 体 ８ を 省 略 す る こ と を 可 能 と な し 、 ま た ヒ ー タ ー グ リ ッ ド の 外 部 導 体
を 信 号 エ ッ ジ 導 体 と し て 使 用 す る こ と を 可 能 と な す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ れ ま で 説 明 し た 実 施 例 で は 、 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ は 各 場 合 に 、 同
じ 幾 何 学 的 形 態 、 即 ち 逆 Ｕ 形 の 幾 何 学 的 形 態 を も つ 。 図 ６ は こ れ ま で 示 し た ア ン テ ナ 配 置
の 変 形 例 を 示 す 。 こ こ で は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ は 異 な っ た 幾 何 学 的 形 態
を も ち そ し て 、 そ れ ら の 長 さ の 一 部 の み に わ た っ て 即 ち 窓 ガ ラ ス の 頂 部 中 心 区 域 の 区 域 内
で 、 互 い に 平 行 に か つ 隣 接 し て 延 び る 。 図 示 の 例 で は ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ
レ ー ム の 各 々 は 、 そ の 側 面 に 横 た わ る Ｌ 形 の 形 態 を も ち 、 こ の 場 合 、 第 １ の ス ロ ッ ト ア ン
テ ナ は そ の 放 射 区 域 ４ を 上 部 右 側 の 隅 部 の 区 域 に 配 置 し 、 ま た 第 ２ ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は そ
の 放 射 区 域 ５ を 窓 ガ ラ ス の 上 部 左 側 の 隅 部 に 配 置 し て い る 。 第 １ ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 続
リ ー ド 線 １ ８ は 第 ２ ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ５ を 横 切 る の を 避 け る よ う 十 分 右 側 へ 寄
っ て 接 続 さ れ 、 そ の 結 果 、 た と え 上 述 の 接 続 リ ー ド 線 １ ８ の 垂 直 の 間 隔 が な く て も 、 こ の
ア ン テ ナ の 機 能 の 減 損 を 避 け る こ と が で き る よ う に さ れ る 。 図 ６ と 他 の 幾 つ か の 図 で は 、
接 地 導 体 １ ９ 、 ２ ２ は 各 場 合 に 2倍 に し て 示 さ れ て い る が 、 こ の こ と は 非 限 定 的 な 概 略 の
表 示 と し て 考 え る べ き で あ る 。 通 常 は 勿 論 、 夫 々 の 接 地 エ ッ ジ 導 体 １ 、 ６ 、 ７ に 対 す る 接
地 導 体 １ ９ 、 ２ ２ の 単 一 端 子 点 で 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ７ は 導 体 パ ネ ル ２ と し て ス プ リ ッ ト ヒ ー タ ー グ リ ッ ド を も つ 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス を 示
す 。 ヒ ー タ ー グ リ ッ ド （ “ ＋ "と “ － "記 号 を 付 し て い る ） の 両 導 体 は 、 普 通 の 双 方 向 配 置
と 対 照 し て み る と 、 窓 ガ ラ ス の 一 側 の み に 置 か れ て い る 。 こ の 種 の ヒ ー タ ー グ リ ッ ド は 、
例 え ば 車 両 に 対 す る よ り 大 き い シ ス テ ム 電 圧 を 用 い て 使 用 す る こ と が で き る か 又 は も し 特
別 の 理 由 が あ れ ば 、 加 熱 パ ネ ル へ の 給 電 は 片 側 か ら の み 供 給 さ れ る べ き で あ る 。 こ こ で は
ま た 、 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は そ れ ら の 長 さ の 一 部 の み に わ た っ て 平 行 に 延 び る 。 更 に
、 第 １ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は Ｌ 形 放 射 区 域 ４ を も つ 。 し か し そ れ は 前 の 例 に お け る よ り も
更 に 下 方 へ 延 び る 。 こ の 配 置 は こ の 側 に ヒ ー タ ー グ リ ッ ド コ ネ ク タ が 無 い こ と に よ り 可 能
で あ る 。 第 ２ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ５ は そ の 側 に 横 た わ る Ｕ 形 状 を も つ 。 そ れ は
窓 ガ ラ ス の 上 部 へ り か ら 窓 ガ ラ ス の 右 側 へ り の 上 半 分 に わ た っ て 加 熱 パ ネ ル の ２ つ の 部 分
間 の １ 点 ま で 延 び そ し て 成 端 導 体 １ １ と し て 作 用 す る ヒ ー タ ー グ リ ッ ド の 左 側 バ ス バ ー に
よ っ て 成 端 さ れ る 。 ２ つ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ の 幾 何 学 的 形 態 の 大 き な 差 と 、 接 続 リ ー ド 線 １
８ 、 ２ １ を も つ 端 子 区 域 間 の 大 き な 距 離 は 図 示 の 窓 ガ ラ ス を ダ イ バ ー シ チ 適 用 に 特 に 適 し
た も の と な す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ８ の ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ の 各 々 は 本 質 的 に 同 じ 幾 何 学 的 形 態 を も
ち 、 即 ち 図 １ に お け る よ う に 逆 Ｕ 形 を な し て い る 。 し か し 図 １ と 対 照 し て み れ ば 、 そ の 放
射 区 域 ４ を も つ 第 １ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 更 に ほ ん の 少 し 下 方 に 延 び て い て 、 そ の 成 端 導
体 １ ０ が 第 ２ ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 成 端 導 体 １ １ よ り 幾 分 低 い 位 置 に あ る 。 ヒ ー タ ー グ リ ッ
ド よ り 上 の 区 域 に 配 置 さ れ て い る の は ２ つ の イ ン ピ ー ダ ン ス 変 成 器 及 び ／ 又 は ア ン テ ナ 増
幅 器 （ 前 置 増 幅 器 ） ３ ４ で あ り 、 こ の 増 幅 器 に 、 入 力 側 で ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が 短 い 接 続 リ
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ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ を 経 て 接 続 さ れ 、 そ の 出 力 側 か ら 同 軸 ケ ー ブ ル の 形 態 を な す 接 続 リ ー ド
線 ２ ８ 、 ２ ９ が 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ の 延 長 と し て ラ ジ オ /Ｔ Ｖ 受 信 器 へ 延 び る 。 放 射
区 域 ４ 、 ５ の 長 さ が 僅 か に 異 な る た め に 、 図 示 の 配 置 は ダ イ バ ー シ チ 適 用 の た め と 多 帯 域
受 信 の た め の 両 用 に 適 す る も の と な る 。 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 の す ぐ 近 く に イ ン ピ
ー ダ ン ス 変 成 器 及 び ／ 又 は ア ン テ ナ 増 幅 器 ３ ４ を 配 置 す る こ と は 、 信 号 品 質 の 改 善 に 寄 与
す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ９ は 各 々 が Ｌ 形 放 射 区 域 ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ を も つ ４ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 全 部 を も
つ 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す 。 ４ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 金 属 周 囲 枠 １ と 導 電 性 パ ネ ル ２
間 を 巡 っ て 延 び る ス ロ ッ ト ３ を 完 全 に 満 た す 。 各 場 合 に 、 こ れ ら の 内 の ２ つ は そ れ ら の 長
さ の 一 部 わ た っ て 平 行 に 延 び 、 か く し て 本 発 明 に よ り 対 を 成 す 仕 方 で 配 置 さ れ る 。 各 ス ロ
ッ ト ア ン テ ナ は そ れ 自 体 の 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ 、 ２ ６ 、 ２ ７ を も ち 、 こ の リ ー ド 線 は
本 発 明 に 従 っ て 夫 々 の 導 体 構 造 に 接 続 さ れ る 。 ４ つ の す べ て の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ －
導 電 性 フ レ ー ム は 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 /中 に 、 金 属 周 囲 枠 １ と 導 電 性 パ ネ ル ２ に 加 え
て 配 置 さ れ た 別 々 の 導 体 と し て 設 計 さ れ る 。 か く し て そ れ ら は ４ 重 の “ ス ロ ッ ト -イ ン -ス
ロ ッ ト ” 構 造 を 形 成 し 、 こ の 構 造 は 放 射 区 域 ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ６ が 本 質 的 に 同 じ 長 さ を も
ち か つ 端 子 区 域 の 幾 何 学 的 形 態 と 位 置 が 異 な る こ と の 故 に 、 １ つ の Ｖ Ｈ Ｆ 周 波 数 範 囲 内 の
ダ イ バ ー シ チ 適 用 に 特 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 １ ０ は 導 電 性 パ ネ ル ２ と し て 導 電 性 ソ ー ラ ー 制 御 被 覆 を も つ 更 に 別 の 実 施 例 を 示 す 。 こ
の 導 電 性 パ ネ ル は 金 属 周 囲 枠 １ の 近 く に 窓 ガ ラ ス の 底 へ り ま で 延 び 、 か く し て 限 定 さ れ た
長 さ の 逆 Ｕ 状 に 形 作 ら れ た ス ロ ッ ト ３ を 金 属 周 囲 枠 １ で 囲 む 。 ス ロ ッ ト ３ 内 に 配 置 さ れ て
い る の は そ れ ら の 接 続 リ ー ド 線 を も つ ３ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ で あ り 、 こ の 場 合 ス ロ ッ ト
ア ン テ ナ の １ つ は 逆 Ｕ 状 の 形 状 を な す そ の 放 射 区 域 ２ ４ を も つ 一 方 、 ２ つ の 他 の 横 に 配 置
さ れ た ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 各 々 は 窓 ガ ラ ス の 水 平 中 間 部 に 向 い た 逆 Ｌ 形 の 形 状 を も つ 。 そ
の 放 射 区 域 ２ ４ を も つ 中 心 に 位 置 す る 逆 Ｕ 形 状 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 続 リ ー ド 線 ２ ６ は
、 ２ つ の 他 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ が 出 合 う 場 所 に 配 置 さ れ て 、 そ れ ら の 有
効 長 さ を 減 ら さ な い よ う に な す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ １ は 配 線 の 量 を 減 ら す た め に ３ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の す べ て の 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、
２ １ 、 ２ ６ が 窓 ガ ラ ス の 上 部 中 心 区 域 に 一 方 が 他 方 に 並 ん だ 関 係 で 配 置 さ れ る 。 特 に １ つ
の 束 と し て 又 は 複 式 リ ー ド 線 と し て 配 置 さ れ る 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ 、 ２ ６ は 各 々 、 擬
似 同 軸 ケ ー ブ ル の 形 態 で 、 Ｈ Ｆ 導 体 と し て 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 に 連 続 す る 。 こ の こ と
は 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 実 際 の 端 子 区 域 １ ２ 、 １ ３ 、 ３ ６ が 所 望 の 場 所 ま で 、 特 に 窓 ガ ラ
ス の 上 部 中 心 か ら 窓 ガ ラ ス の 左 側 及 び ／ 又 は 右 側 へ り ま で 、 移 さ れ る こ と を 可 能 と す る 。
接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ の 場 合 、 そ れ ら の 信 号 導 体 ２ ０ 、 ２ ３ は 窓 ガ ラ ス 上 に 連 続 し そ し
て 夫 々 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 接 地 エ ッ ジ 導 体 ６ 、 ７ に 平 行 に か つ 隣 接 し て 小 さ い 行 程 に わ
た り 延 び 、 か く し て 擬 似 同 軸 ケ ー ブ ル 導 体 構 造 を 形 成 す る 。 そ の た め に 、 接 地 エ ッ ジ 導 体
が 、 大 き く 幅 広 に さ れ た 導 体 と し て 、 例 え ば 図 示 の 如 く 、 ス ト リ ッ プ と し て 又 は さ も な け
れ ば 、 長 手 方 向 に 延 び た メ ッ シ ュ 状 又 は 格 子 状 構 造 と し て 、 そ れ ら の 全 長 に わ た り 構 成 さ
れ る 。 ほ ヾ 窓 ガ ラ ス の 底 部 ３ 分 の １ と 同 じ 高 さ の 個 所 で 、 信 号 導 体 ２ ０ 、 ２ ３ が 導 電 性 パ
ネ ル ２ に 向 か っ て 鋭 く 曲 げ ら れ 、 そ こ で ２ 次 元 的 に 延 び た 端 子 点 １ ５ 、 １ ７ に お い て 成 端
す る 。 こ れ ら の 端 子 点 １ ５ 、 １ ７ と 、 信 号 導 体 ２ ０ 、 ２ ３ が 接 地 エ ッ ジ 導 体 ６ 、 ７ を 出 て
い く 点 を 含 む 区 域 は 、 逆 Ｌ 形 状 を な す 放 射 区 域 ４ 、 ５ を 有 す る ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区
域 １ ２ 、 １ ３ を 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 端 子 区 域 １ ２ 、 １ ３ ま で の 接 地 エ ッ ジ 導 体 ６ 、 ７ は
同 時 に 、 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ の 接 地 導 体 １ ９ 、 ２ ２ の 連 続 と し て 機 能 す る 。 端 子 区 域
３ ６ に そ の 放 射 区 域 ２ ４ を 有 す る 第 ３ ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 場 合 、 擬 似 同 軸 ケ ー ブ ル 導 体 構
造 は そ こ に 成 端 導 体 １ ０ 、 １ １ を 合 体 し て い る 状 態 で 示 さ れ て い る 。 上 記 成 端 導 体 は 通 常
よ り 幅 広 に 構 成 さ れ そ し て そ れ ら の 間 に 配 置 さ れ て い る の は 、 接 続 リ ー ド 線 ２ ６ の 信 号 導
体 の 連 続 で あ る 。 端 子 点 １ ５ 、 １ ７ の ２ 次 元 的 に 延 び た 構 造 は 、 端 子 点 １ ５ 、 １ ７ と 導 電
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性 パ ネ ル ２ を 窓 ガ ラ ス の 別 々 の 平 面 内 に 一 方 を 他 方 の 上 に 置 い た 関 係 で 配 置 す る こ と に よ
っ て 、 接 続 リ ー ド 線 １ ８ 、 ２ １ を 導 電 性 パ ネ ル ２ に 容 量 的 に 結 合 で き る こ と を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
前 の 実 施 例 は 主 と し て 、 後 部 窓 の 窓 ガ ラ ス 又 は 車 両 フ ロ ン ト ガ ラ ス の た め に 適 用 可 能 で あ
る の に 対 し て 、 図 １ ２ 、 １ ３ は 本 発 明 を 側 面 窓 （ 三 角 形 の 形 態 と し て 概 略 示 さ れ て い る ）
に 適 用 し て 示 し て い る 。 各 場 合 に 示 さ れ て い る の は 、 導 電 性 パ ネ ル ２ で あ り 、 こ の パ ネ ル
は 窓 ガ ラ ス の 中 心 に 置 か れ 、 ス ロ ッ ト ３ に よ っ て 金 属 周 囲 枠 １ か ら 離 さ れ て い る 。 図 １ ２
で は 、 成 端 導 体 １ ０ に よ っ て 成 端 さ れ る 角 張 っ た 放 射 区 域 ４ を も つ ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 導
電 性 パ ネ ル ２ に 隣 接 し て 置 か れ る が 、 他 方 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ は 成 端 導 体 を も た な い 多 角
形 の （ 右 に 丸 く /か ど を 成 し て 延 び る ） 放 射 区 域 ５ を も つ 。 図 １ ３ で は 、 両 ス ロ ッ ト ア ン
テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ は 角 張 っ た 形 態 を も つ 。 上 部 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 信 号 エ ッ ジ 導 体 ９
は 容 量 的 に 結 合 さ れ る が 、 導 電 性 パ ネ ル ２ に そ の 底 右 側 端 に よ っ て ガ ル バ ニ ー 電 気 的 に 結
合 さ れ な い 。 ま た 、 成 端 導 体 １ ０ 、 １ １ の 区 域 内 に お い て 、 窓 ガ ラ ス の 底 左 側 隅 部 の 区 域
で 隣 接 し た 導 体 が 各 場 合 に 容 量 的 に 及 び ／ 又 は 誘 導 的 に 結 合 さ れ る が 、 ガ ル バ ニ ー 電 気 的
に は 結 合 さ れ な い 。 こ の 配 置 は リ ー ド 線 １ ８ を 接 続 す る こ と に よ っ て 導 体 パ ネ ル ２ も ま た
Ａ Ｍ ア ン テ ナ と し て 使 用 可 能 と な す 。 と い う の は 、 低 周 波 数 範 囲 内 の 導 体 パ ネ ル ２ は 全 周
に わ た っ て 金 属 周 囲 枠 １ と の 結 合 を 外 さ れ る か ら で あ る 。 導 電 性 パ ネ ル ２ は 、 前 の 例 に お
け る 如 く 、 例 え ば 導 電 性 表 面 被 覆 （ ソ ー ラ ー 制 御 被 覆 ） 又 は 格 子 状 導 体 構 造 の 如 く 種 々 に
構 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
本 発 明 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の 個 々 の 細 部 の 、 個 々 の 図 に 示 さ れ た 変 形 例 は 、 本 発 明 の
教 示 か ら 離 脱 す る こ と な く 、 図 示 の も の 以 外 の 手 法 で 互 い に 組 み 合 わ せ る こ と も で き る 。
よ り 良 い 接 地 を な す た め に 、 へ り 近 く の 接 地 エ ッ ジ 導 体 ６ 、 ７ の う ち の 一 方 と 金 属 周 囲 枠
１ の 間 に ガ ル バ ニ ー 電 気 的 接 続 を な す 可 能 性 は 示 さ れ て い な い 。 更 に 、 同 様 に 、 本 発 明 の
他 の 変 形 例 と し て 、 図 １ １ に 示 さ れ る 如 く 、 金 属 周 囲 枠 １ 、 特 に 車 両 車 体 へ の 改 良 さ れ た
容 量 性 結 合 を 可 能 な ら し め る た め 、 幅 広 の ス ト リ ッ プ 又 は ス ト リ ッ プ 状 格 子 構 造 等 と し て
へ り 近 く に 配 置 さ れ た 接 地 エ ッ ジ 導 体 を 構 成 す る こ と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 発 明 の 範 囲 内 に 含 ま れ る も う １ つ の 選 択 可 能 な 例 は 、 誘 電 性 ス ロ ッ ト ３ の 区 域 内 に 、 特
に ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 内 に 、 ア イ ラ ン ド 状 (island-like)金
属 区 域 （ 刊 行 物 　 WO 96/31918A1 、 EP 0531734B1 、 DE 19508042A1 、 EP 0717459A1 に 開
示 さ れ て い る 如 き も の ） か ら な る Ｈ Ｆ － 透 過 (transparent)区 域 を 提 供 す る こ と で あ る 。
所 望 な ら ば 、 必 要 と さ れ る 全 導 体 配 置 は 、 非 導 電 性 ラ イ ン 及 び Ｈ Ｆ － 透 過 区 域 を 造 る た め
に 、 レ ー ザ ー パ タ ー ン 形 成 法 に よ っ て 又 は 実 質 上 全 表 面 の 導 電 性 被 覆 の 別 の 事 後 処 理 に よ
っ て 、 製 造 す る こ と が で き 、 こ れ は 本 発 明 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム と
Ｈ Ｆ － 透 過 放 射 区 域 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
“ Ｈ Ｆ － 透 過 区 域 ” は 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス に 備 え ら れ た ア ン テ ナ の 動 作 周 波 数 範 囲 内 の
電 磁 波 に つ い て の 透 過 性 を 意 味 す る 。 か か る Ｈ Ｆ － 透 過 性 を 得 る た め に 、 １ つ の ラ イ ン 又
は グ リ ッ ド パ タ ー ン の 非 導 電 性 ラ イ ン が 、 経 験 に 従 っ て 、 関 連 す る 波 長 の ５ 分 の １ よ り ず
っ と 小 さ い 距 離 を お い て 、 好 適 に は そ の １ ０ 分 の １ よ り ず っ と 小 さ い 距 離 を お い て 配 置 さ
れ る べ き で あ る 。 パ タ ー ン の 距 離 は １ つ の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 に お い て 、 局 部 的 に 変
え る こ と も で き る 。 例 え ば 、 微 細 な パ タ ー ン は 、 追 加 の ア ン テ ナ 構 造 の な い 区 域 内 に お け
る よ り も 高 い ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 内 の 周 波 数 の た め に 、 追 加
の モ ノ ポ ー ル 又 は ダ イ ポ ー ル の 近 く に 設 け る こ と が で き る 。 更 に 、 一 部 の 区 域 内 に ラ イ ン
パ タ ー ン の み を そ し て 別 の 一 部 の 区 域 内 に グ リ ッ ド パ タ ー ン を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
誘 電 性 ス ロ ッ ト ３ 内 に 、 そ し て 特 に ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 放 射 区 域 ４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 内 に
ア ン テ ナ 機 能 に 必 要 な Ｈ Ｆ － 透 過 性 を 得 る た め に 、 誘 電 性 ス ロ ッ ト ３ の 区 域 内 に 設 け る こ
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と よ り も む し ろ 、 特 に 、 被 覆 を 付 着 す る 前 に 或 る 一 定 の 区 域 を マ ス キ ン グ す る こ と に よ っ
て 又 は 機 械 的 、 化 学 的 又 は 放 射 線 に よ る 後 処 理 に よ っ て 、 そ の 全 面 を 処 理 す る こ と も 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
上 述 の 如 く 構 成 さ れ た 本 発 明 の 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス の １ 例 は 、 実 際 上 窓 ガ ラ ス エ ッ ジ ま
で 延 び た 窓 ガ ラ ス の １ 表 面 上 に 導 電 性 被 覆 、 例 え ば ソ ー ラ ー 制 御 被 覆 を 備 え た 窓 ガ ラ ス を
含 む 。 本 発 明 を 提 供 す る の に 必 要 と さ れ る 追 加 の 導 体 構 造 は 窓 ガ ラ ス の も う １ つ の 表 面 上
に 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 本 発 明 を 適 用 可 能 と な す た め に 、 少 な く と も 誘 電 性 ス
ロ ッ ト ３ の 区 域 内 で 、 微 細 な 非 導 電 性 ラ イ ン の グ リ ッ ド で 、 そ れ に 局 部 的 に パ タ ー ン 付 け
す る こ と に よ っ て 、 全 面 の 被 覆 が 上 述 の 刊 行 物 に 従 っ て Ｈ Ｆ － 透 過 性 と さ れ る 。 更 に 、 導
電 性 被 覆 は 、 中 心 区 域 、 例 え ば 、 本 発 明 に 従 っ て 導 電 性 パ ネ ル ２ と し て 機 能 す る 中 心 の 導
電 性 区 域 か ら エ ッ ジ に 近 い 区 域 を 分 離 す る た め に 、 別 々 の 導 電 性 の 巨 視 的 区 域 に 分 割 さ れ
る こ と が で き 、 そ の 場 合 、 そ れ ら の エ ッ ジ に 近 い 区 域 が ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 区 域 内 に 置 か
れ な い な ら ば 、 そ れ ら に パ タ ー ン 付 け す る こ と に よ っ て 、 こ れ ら の エ ッ ジ に 近 い 区 域 を Ｈ
Ｆ － 透 過 性 と す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
ア ン テ ナ を 造 る 個 々 の 素 子 は 窓 ガ ラ ス の 単 一 面 上 に 設 け る こ と が で き る が 、 本 発 明 は ア ン
テ ナ 機 能 を 提 供 す る 個 々 の 素 子 が 窓 ガ ラ ス の 異 な っ た 表 面 上 に 配 置 さ れ る よ う に な っ て い
る 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス に も 適 用 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。 例 え ば 、 金 属 周 囲 枠 １
か ら 間 隔 を お い て い る 導 電 性 パ ネ ル ２ は 追 加 の ア ン テ ナ 素 子 ６ － １ １ 、 １ ４ － １ ７ 、 ３ ０
、 ３ ２ － ３ ５ の １ つ 以 上 と は 異 な っ た 表 面 上 に 設 け る こ と が で き る 。 上 記 追 加 の ア ン テ ナ
素 子 は ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム 又 は そ れ ら の コ ネ ク タ 又 は ア ン テ ナ 配 置
の 他 の 部 品 を 構 成 す る も の で あ る 。 上 述 の 図 解 表 示 は こ れ ら の 場 合 、 単 一 平 面 上 の 導 体 構
造 又 は 他 の ア ン テ ナ 素 子 の 投 影 と し て 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
最 後 に 、 本 発 明 は 、 例 え ば ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム の 部 品 と し て 図 面 に
描 か れ て い る 直 線 導 体 に 限 定 さ れ る も の で な い こ と を 強 調 す る 必 要 が あ る 。 直 線 エ ッ ジ 導
体 又 は ア ン テ ナ 導 体 を 、 湾 曲 し た 波 形 の 、 フ ラ ク タ ル 形 の 又 は 他 の 非 直 線 の 導 体 配 置 と 取
り 換 え る こ と 、 又 は 請 求 の 範 囲 中 と 上 述 の 説 明 中 に 記 載 さ れ た ス ロ ッ ト － イ ン － ス ロ ッ ト
の 原 理 が 放 棄 さ れ な い 限 り 、 導 体 区 域 又 は グ リ ッ ド 状 構 造 を 使 用 す る こ と は 、 む し ろ 本 発
明 の 範 囲 内 に 含 ま れ る も の で あ る 。 そ う す れ ば 、 ア ン テ ナ が よ り 高 い 帯 域 幅 を 含 む と い う
追 加 の 利 点 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 ２ つ の 別 々 の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を も つ 第 １ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 互 い に 直 接 隣 接 し た ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ と 、 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の 端 子 区 域 内
に あ る よ り 高 い 周 波 数 の 追 加 の ア ン テ ナ を も つ 第 ２ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の １ つ 中 に 配 置 さ れ た ２ 次 元 に 延 び た 金 属 構 造 を も つ 第 ３ 実 施
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ３ 実 施 例 に 類 似 し て い る が 、 横 に 配 置 し た 端 子 区 域 を も つ 第 ４ 実 施 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ の Ｈ Ｆ － 導 電 性 フ レ ー ム 中 の 容 量 性 ブ レ ー ク 素 子 を も つ 第 ５ 実
施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ス ロ ッ ト ア ン テ ナ が 異 な る 幾 何 学 的 形 態 を も ち か つ そ れ ら の 一 部 の み に わ た っ て
互 い に 平 行 に か つ 隣 接 し て 延 び て い る 第 ６ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ス プ リ ッ ト ヒ ー タ ー グ リ ッ ド に 適 合 す る ス プ リ ッ ト ア ン テ ナ 形 態 を も つ 第 ７ 実 施
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 イ ン ピ ー ダ ン ス 変 成 器 及 び ／ 又 は ア ン テ ナ 増 幅 器 が 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 の ス
ロ ッ ト ア ン テ ナ の 各 端 子 区 域 に 設 け ら れ て い る 構 成 の 第 ８ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ヒ ー タ ー グ リ ッ ド の 周 り に 配 置 さ れ た ４ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ を も つ 第 ９ 実 施 例
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を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ３ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ と 、 導 電 性 パ ネ ル と し て 窓 ガ ラ ス の 底 へ り ま で 延 び る
ソ ー ラ ー 制 御 被 覆 を も つ 第 １ ０ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 窓 ガ ラ ス の 上 部 中 心 セ ク シ ョ ン の 区 域 に あ る 隣 接 し た 接 続 リ ー ド 線 と 、 車 両 ア
ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 の 擬 似 同 軸 ケ ー ブ ル 延 長 部 を も つ 第 １ ０ 実 施 例 の 変 形 例 と し て の 第 １ １
実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ と 、 車 両 ア ン テ ナ 窓 ガ ラ ス 上 /中 に ソ ー ラ ー 制 御 被 覆
に よ っ て 形 成 さ れ た 中 心 導 電 性 パ ネ ル を も つ 第 １ ２ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 ２ つ の ス ロ ッ ト ア ン テ ナ と 、 Ａ Ｍ ア ン テ ナ と し て 有 用 な か つ 全 側 面 で 金 属 周 囲
枠 か ら 間 隔 を あ け て い る 導 電 性 パ ネ ル を も つ 第 １ ３ 実 施 例 示 す 図 で あ る 。 10
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【要約の続き】
テナの信号エッジ導体（２、８、９）に接続されることができる。

(57) JP 2005-504473 A 2005.2.10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	international-document-image-group
	search-report
	overflow

